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まず，我が国における 15～19 歳の死亡原因（平成 24 年）をみると第 1 位は自殺であり，
当該の年齢層における死亡原因の 37.3％を占める 2）など重大な問題となっている。なお，
こうした青少年における自殺の原因の一つとして挙げられるいじめについてその認知件数
をみると，平成 24 年度では全国の小，中，高校および特別支援学校を合わせて 198,108 件
となっている 3）。また，いじめの主要な様態の一つとしても指摘されている暴力行為につ
いても近年その発生件数は増加傾向にあり，平成 24 年度では全国の小，中，高校を合わせ
て 55,837 件にのぼっている 3）。  
次に，15～19 歳の死亡原因の第 2 位となっている不慮の事故（平成 24 年）については，
その大半が交通事故によるものであり，青少年の交通安全に関わる行動もまた，生命にか
かわる大きな問題となっている 2）。平成 23 年中の交通事故による死者数は，16～24 歳で
437 人，同様に負傷者数は，16～24 歳で 135,074 人となっており，他の年齢層に比べても





は男子 83.0％，女子 59.3％に留まっている 5）。また食行動の状況として，15～19 歳の朝食






の検挙者数 7）をみると，覚醒剤は 29 人の中学生および高校生を含む 183 人であり，大麻
は 15 人の中学生および高校生を含む 81 人となっている。シンナー等有機溶剤事犯の検挙・




酒経験者の割合は男子 52.3％，女子 55.6％と過半数を占めている 10）。  
性に関する行動に関わっては，青少年における性感染症や望まない妊娠による人工妊娠
中絶が依然として大きな問題となっている。例えば，15～19 歳におけるクラミジア感染症
は 3,110 件（平成 25 年）報告されており 11），20 歳未満の人工妊娠中絶は 20,659 件（平成











的な調査研究としては，米国疾病管理センタ （ーCenters for Disease Control and Prevention，









また，この米国 CDC の YRBS に類する調査研究は他の諸外国・地域においてもみられ，
青少年の危険行動の防止が重視されていることが伺える。例えば 2010 年に開催された第
20 回ヘルスプロモーション・健康教育国際連合（ IUHPE）世界会議では，ルーマニア 14），




















ことである。そして，米国 CDC による YRBS の調査内容および方法を参考としながら，
2001 年に「日本青少年危険行動調査  2001」（Japan Youth Risk Behavior Survey 2001）を実
施し，我が国の青少年における危険行動の実態について，米国の青少年におけるデータと
の比較も行いながら，特徴や課題を報告している 1）。  
我が国ではこの他に，一地域に限られた青少年における危険行動調査ではあるが，沖縄
県の高校から，2002 年および 2005 年には割当抽出を，2008 年には確率比例抽出をそれぞ






















い家族（cohesive family）などを，それぞれ示している。  
我が国の青少年を対象とした研究においても，米国の知見を踏まえながら，危険行動に
関連する要因を検討した報告が散見される。例えば，喫煙や飲酒などに関連する要因とし
て，親や友人の行動 23） -25），親の態度 26），テレビコマーシャル 27），家庭環境 28），セルフ
エスティーム 29） -32），Sensation Seeking33）などが報告されている。  
ここでは，我が国の知見を中心としながら，危険行動の関連要因について 2 つの視点か














































































の測定尺度の信頼性および妥当性を検討する。（第 2 章）  
２．我が国の青少年において，包括的に捉えた危険行動と規範意識との関連について明ら
かにする。（第 3 章）  
３．青少年の危険行動を抑制する要因として注目されているセルフエスティームとの比較
検討から，規範意識の相対的な重要性を明らかにする。（第 3 章）  
４．青少年の危険行動を抑制する要因として最近の研究において注目されているレジリエ
ンスとの比較検討から，規範意識の相対的な重要性を明らかにする。（第 4 章）  
５．我が国の青少年の規範意識の育成に関する課題を検討するために，2001 年と 2011 年
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る normative belief 29） -31）と規範意識との違いについて述べる。我が国の危険行動に関する
研究をみると，normative belief を規範意識と訳して捉えている報告もあるが 32），その概念
をみると規範意識とは考えにくく，本研究では normative belief は規範意識と区別する。青
少年の危険行動の防止に関して社会的な要因の影響に注目した代表的な研究者の一人であ
る Hansen33）によれば，normative belief とは，多くの者に共通して受け入れられていると
思っている個人のビリーフであると述べられている。そして，青少年の飲酒に関する







































学校や家庭の規範から逸脱した「反学校・反家庭内規範行為」の 3 分類，計 25 項目を作成
している。そして，これらの各質問に対して，許容の程度を問うことによる回答選択肢が
設けられている。  
また，安藤 37）は，青少年が日常的に経験すると思われる 30 項目の反社会規範行為につ







































































































































































































































































   
 


























対象は，学校長の了承が得られた 2 県の県立高校計 3 校の 1～3 年生 908 人である。そ
のうち解析対象は，属性が不明の者や規範意識の項目に欠損値のあった者 23 人を除いた
885 人（男子 406 人，女子 479 人；有効回答率 97.5%）とした。  
② 調査方法 
調査は，2006 年 10 月～2007 年 2 月に，無記名自記式の質問紙法により実施した。調査
票は，調査の目的や倫理面への配慮について説明した上で配布され，回答後は生徒自身が
シール付きの封筒の中に入れて密封してから回収された。なお，本調査は筑波大学人間総
合科学研究科研究倫理審査委員会の承認（記番号 196，平成 18 年 9 月 7 日）を得て行った。  
また，信頼性の検討のための再テスト調査は，前述の調査とは別に，県立高校 1～3 年
生 108 人を対象として 1 週間の間隔で 2 回行い，規範意識の項目に欠損値のあった 1 人を




やそう思う」4 点，「どちらともいえない」3 点，「ややそう思わない」2 点，「とてもそう
思わない」1 点），下位尺度ごとに合算した。  
項目分析として，各項目の平均得点と標準偏差の算出および Item-Total 相関分析（以下，
I-T 相関分析）を行った。I-T 相関分析は，各項目得点とその項目を除いた当該下位尺度の













た。取り上げた危険行動は，「有酸素運動不足」，「朝食欠食」，「月喫煙」（この 30 日間で 1
日以上の喫煙），「月飲酒」（この 30 日間で 1 日以上の飲酒），「シンナー乱用経験」，「性交
経験」，「シートベルト非着用」，「暴力行為」，「自殺願望」の 9 項目である。これらは，我
が国の青少年における危険行動の実態を包括的に把握することをねらいとした野津ら 48）





険行動のスコア化については，出現に 0 点，非出現に 1 点を与えた。  
なお，統計上の有意水準は，すべて 5％とした。統計パッケージは，SPSS 14.0 J for Windows






各項目の平均得点および標準偏差を表 2-4 に示した。全 12 項目のうち「友だちとの約束
は守るべきである」（4.55±0.70）と「友だちの中でのきまりは守るべきである」（4.33±0.83）
の 2 項目は，平均得点±1 標準偏差がとり得る得点範囲（1～5 点）を上回った。  
I-T 相関分析の結果，各項目得点とその項目を除く当該下位尺度の合計得点との相関係
数は，「家庭」では.65～ .74，「学校」では .73～ .77，「地域」では.51～.74，「友人」では.42
～.59 であり，いずれも有意の中程度ないし強い相関が示された。  
 
表 2-4．項目分析 
　項目 Mean ± SD
親との約束は守るべきである。 4.00 ± 0.93 .74 *
家族の中でのきまりは守るべきである。 3.94 ± 0.97 .71 *
親の忠告や意見は重視すべきである。 3.88 ± 0.94 .65 *
学校の教育方針は尊重すべきである。 3.15 ± 1.06 .73 *
学校の規則・ルールは守るべきである。 3.45 ± 1.08 .76 *
学校の先生の忠告や意見は重視すべきである。 3.46 ± 1.06 .77 *
国の法律は守るべきである。 4.01 ± 0.97 .57 *
地域の規則・ルールは守るべきである。 3.90 ± 0.94 .74 *
近所に住んでいる人々の忠告や意見は重視すべきである。 3.39 ± 1.02 .51 *
友だちとの約束は守るべきである。 4.55 ± 0.70 .52 *
友だちの中でのきまりは守るべきである。 4.33 ± 0.83 .59 *
友だちの忠告や意見は重視すべきである。 3.96 ± 0.83 .42 *
  † Spearmanの順位相関係数






















確認的因子分析の結果を図 2-4 に示した。2 次因子である「規範意識」から 1 次因子で
ある各下位概念へのパス係数は，「家庭」.71，「学校」.82，「地域」.95，「友人」.45 であっ
た。また，各下位概念において，それらを測定する各項目へのパス係数は「家庭」.78～.87，
「学校」.83～ .87，「地域」.62～ .79，「友人」 .58～.84 であった。以上の値はいずれも有意
































































各下位尺度の平均得点は，男子 10.53～12.83，女子 9.66～12.86 であった（表 2-5）。「学
校」および「地域」では平均得点に有意の男女差が示され，いずれも男子が女子に比して
高得点であった。4 つの下位尺度のうち半数の 2 つで男女差が示されたことから，信頼性
と妥当性は基本的に男女別で検討した。  
（４）内的一貫性および再テスト信頼性 
Cronbach のα係数は，男子では「家庭」.89，「学校」.90，「地域」 .83，「友人」 .78，女
子では「家庭」 .85，「学校」.87，「地域」.79，「友人」 .72 であった（表 2-5）。再テスト信




Mean ±  SD α 係数
　「家庭」 男 11.82 ±  2.71 .89
女 11.82 ±  2.40 .85
　「学校」 男 10.53 ±  3.05 .90
女 9.66 ±  2.69 .87
　「地域」 男 11.41 ±  2.73 .83
女 11.19 ±  2.28 .79
　「友人」 男 12.83 ±  1.97 .78
女 12.86 ±  1.88 .72




















表 2-6．尺度の基準関連妥当性（Spearman の順位相関係数） 
 
　和田らの規範意識尺度 男 .54 * .47 * .48 * .31 *
女 .46 * .36 * .40 * .18 *
















表 2-7．危険行動の出現との関連（Spearman の順位相関係数） 
 危険行動
　　（評価基準）
 有酸素運動不足 男 .12 * .16 * .15 * .08
    （この7日間で3日以上実施しない） 女 .06 .10 * .02 -.02
 朝食欠食 男 .13 * .13 * .14 * .04
    （この7日間で1日以上食べていない） 女 .20 * .16 * .16 * .08
 月喫煙 男 .13 * .25 * .22 * .01
    （この30日間に1日以上ある） 女 .22 * .29 * .28 * .16 *
 月飲酒 男 .17 * .27 * .27 * .09
    （この30日間に1日以上ある） 女 .16 * .18 * .19 * .10 *
 シンナー乱用経験 男 .11 * .13 * .19 * .09
    （今までにある） 女 .10 * .04 .15 * .14 *
 性交経験 男 .06 .20 * .15 * .01
    （今までにある） 女 .08 .24 * .16 * .06
 シートベルト非着用 男 .19 * .15 * .17 * .03
    （めったに・まったく着用せず） 女 .20 * .21 * .17 * .09 *
 暴力行為 男 .08 .15 * .17 * -.02
    （この12ヶ月間にある） 女 .20 * .11 * .14 * .25 *
 自殺願望 男 .10 * .12 * .06 .06
    （この12ヶ月間にある） 女 .15 * .15 * .12 * .10 *
























らの 11 項目からなる尺度および和田らの 9 項目からなる尺度は，それぞれ大学生を対象と
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度（Self-Esteem Inventory）（58 項目）を開発した。  






















を加えた 5 つの下位概念から構成される 15 項目のセルフエスティーム尺度を作成した。な
お，本尺度は高校生を対象とした質問紙法による調査により，信頼性および妥当性が確認





文献  項目数  下位概念  主な日本語版  
Rosenberg（1965）1） 10 （設定なし） 松下（1969）12） 
宗像（1996）8） 
桜井（2000）7） 
Coopersmith（1967）2） 58 全般，家庭，学校，社会（仲間） 海保ら（1968）4） 
河口ら（1995）6） 




文献  項目数  下位概念  
根本（1972）14） 27 自己の能力・意見に対する肯定的確信， 
自己の人生に対する肯定的態度，独立・同情排除，劣等感，  
自己のパーソナリティーや能力の肯定的受け入れ 
田中（2005）9） 8 （設定なし） 
久保ら（2007）15） 
（野津らの尺度） 








行動との関連を検討した報告が多くみられる（表 3-3）。  
Murphy et al.



















よび学校におけるセルフエスティームの重要性に着目して，米国の小学 6 年生 411 人を対
象として，喫煙，飲酒および薬物乱用との関連を検討した。その結果，喫煙，飲酒，薬物
乱用の経験者は，家庭および学校におけるセルフエスティームが低いことが Young et al.18）





































喫煙  Murphy et al. （1988）16） 
Young et al.（1989）18） 
McDermott et al.（1992）20） 
Emery et al.（1993）19） 
Wild et al.（2004）26） 
・米国 8 年生 1,513 人  
・米国 4-9 年生 2,032 人  
・米国 10-12 年生 2,212 人  
・米国 6 年生 411 人  











飲酒  Perez（1980）21） 
Young et al.（1989）18） 
Emery et al.（1993）19） 
Wild et al.（2004）26） 
・米国 9-17 歳 339 人  
・米国 4-9 年生 2,032 人  
・米国 6 年生 411 人  








薬物乱用  Perez（1980）21） 
Young et al.（1989）18） 
Emery et al.（1993）19） 
Wild et al.（2004）26） 
・米国 9-17 歳 339 人  
・米国 4-9 年生 2,032 人  
・米国 6 年生 411 人  









性行動  Orr et al.（1989）22） 
Wild et al.（2004）26） 
Kathleen et al.（2006）23） 
・米国 7-9 年生 677 人  
・南ｱﾌﾘｶ 8-11 年生 939 人  







自傷行動  Wild et al.（2004）26） 
Park et al.（2006）25） 
・南ｱﾌﾘｶ 8-11 年生 939 人  










動との関連を検討した報告がみられる（表 3-4）。  
危険行動の中でも特に喫煙について，セルフエスティームとの関連を検討した研究が散



















































































喫煙  植田（1996）29） 




・高 1，2 年生 537 人  
・小 4～中 3 年生 2,090 人  
・中 1～3 年生 1,234 人  
・小 5～高 3 年生 5,636 人  











飲酒  植田（1996）29） 
川畑ら（2005）31） 
小川ら（2006）34） 
・高 1，2 年生 537 人  
・小 5～高 3 年生 5,636 人  







薬物乱用  呉ら（1995）36） 
植田（1996）29） 
川畑ら（2005）31） 
・中 1～3 年生 895 人  
・高 1，2 年生 537 人  







性行動  川畑ら（2007）37） 
宋ら（2012）38） 
・中 1～高 3 年生 4,367 人  





食行動  鎌田ら（2000）39） 
春木ら（2003）40） 
・中 1～3 年生 1,234 人  




























が 2001 年に実施した全国調査である「日本青少年危険行動調査  2001」（Japan Youth Risk 
Behavior Survey 2001，以下 JYRBS 2001）42）のデータ（解析対象：全国の高校から都道府











ある（表 3-5）。  





る。本尺度は，信頼性および妥当性が確認されている 15）。  





表 3-5．本分析における危険行動の 9 項目 
男女差
1 有酸素運動不足 この7日間に2日以下 44.3 ％ 63.4 ％ *
2 朝食欠食 この7日間に6日以下 36.9 35.4
3 月喫煙 この30日間に1日以上 27.6 13.4 *
4 月飲酒 この30日間に1日以上 41.1 35.5 *
5 シンナー乱用経験 今までに1回以上 2.8 1.5 *
6 性交経験 今までに1回以上 26.2 30.3 *
7 シートベルト非着用 めったに・まったく着用せず 33.3 35.3 *
8 暴力行為 この12ヶ月間に1回以上 18.6 9.9 *




















「ややそう思う」4 点，「どちらともいえない」3 点，「ややそう思わない」2 点，「とても





係から検討した。その際，各危険行動の出現について，出現に 0 点，非出現に 1 点を与え
てスコア化し，Spearman の順位相関係数を算出した。  
危険行動に及ぼすセルフエスティームおよび規範意識の相対的な影響の検討には，危険
行動 9 項目のそれぞれを従属変数，セルフエスティームの 5 つの下位概念および規範意識
の 4 つの下位概念を独立変数とした，強制投入法による重回帰分析を用いた。  








う」と「ややそう思う」と回答した者の合計，以下同様）の割合を，表 3-6 に示した。  
全 15 項目のうち，男子では 12 項目において，女子では 13 項目において，肯定的回答
の割合は 50％以下であり，セルフエスティームの低い状況が示された。特に，「教師」の




子 27.5～53.1％，女子 18.0～49.0％であった。  
尺度得点をみると，全体では，男子 46.14 点，女子 44.71 点であり，男子が女子に比し















私の親は，私を信頼している 51.9 52.7 54.6 53.0 50.4 - 56.0 64.1 + 56.8
私の親は，私に期待している 44.4 45.8 47.7 45.9 37.6 - 40.8 48.3 + 42.2
私の親は，私を大切に思っている 66.8 69.4 68.7 68.2 72.0 - 76.4 79.0 + 75.8
私の学校の先生は，私を信頼している 24.2 - 26.1 31.4 + 27.1 16.2 - 21.8 28.4 + 22.2
私の学校の先生は，私に期待している 16.0 - 19.4 23.0 + 19.3 8.7 - 12.1 14.3 + 11.7
私の学校の先生は，私を大切に思っている 18.8 - 21.1 24.0 + 21.2 11.1 - 14.7 20.5 + 15.5
私の近所に住んでいる人々は，私を信頼している 18.6 17.9 19.4 18.6 14.2 14.7 15.8 14.9
私の近所に住んでいる人々は，私に期待している 11.2 10.9 12.4 11.5 5.4 5.6 6.9 5.9
私の近所に住んでいる人々は，私を大切に思っている 14.6 14.1 14.0 14.3 11.6 12.2 12.6 12.1
私の友だちは，私を信頼している 36.3 37.0 40.0 37.7 35.7 - 41.6 46.4 + 41.2
私の友だちは，私に期待している 18.0 20.0 21.1 19.6 12.6 13.9 16.3 + 14.2
私の友だちは，私を大切に思っている 33.1 33.4 36.6 34.3 41.3 - 46.4 51.2 + 46.3
私は，自分自身に満足している 26.5 27.3 28.8 27.5 15.5 - 17.7 20.7 + 18.0
私は，自分自身を大切に思っている 51.4 52.4 55.6 53.1 44.1 - 48.9 54.0 + 49.0
私は，自分自身が好きである 31.3 - 34.3 37.6 + 34.3 23.4 - 28.8 32.8 + 28.4
肯定的回答： 「とてもそう思う」と「ややそう思う」と回答した者の合計
＋－ 学年差 （p< .05，残差分析）































高1 高2 高3 全体 学年差 高1 高2 高3 全体 学年差
全体 45.87 46.10 46.51 46.14 43.42 44.38 46.33 44.71 † *
「親」 10.73 10.86 10.85 10.81 10.50 10.89 11.32 10.90 †
「教師」 8.35 8.46 8.63 8.47 † 7.60 7.79 8.31 7.90 † *
「地域の人々」 8.19 8.12 8.07 8.13 7.71 7.57 7.76 7.68 *
「友人」 9.28 9.28 9.43 9.33 9.28 9.51 9.82 9.54 † *
「全般」 9.31 9.35 9.52 9.39 8.30 8.61 9.06 8.66 † *











































有酸素運動不足 男 .10 .07 .08 .07 .06 .11
女 .02 .06 .08 .01 .03 .06
朝食欠食 男 .13 .09 .09 .04 .05 .11
女 .11 .10 .07 .02 .04 .10
月喫煙 男 .14 .14 .06 -.02 .06 .11
女 .14 .15 .09 .04 .08 .15
月飲酒 男 .07 .09 .02 -.03 .02 .05
女 .08 .12 .06 -.02 .04 .09
シンナー乱用経験 男 .04 .03 .02 .02 .03 .04
女 .05 .06 .06 .01 .04 .07
性交経験 男 .05 .07 .02 -.04 .00 .04
女 .08 .13 .08 -.04 .01 .08
シートベルト非着用 男 .13 .12 .07 .04 .06 .12
女 .10 .12 .11 .05 .06 .13
暴力行為 男 .08 .08 .02 .03 .04 .07
女 .08 .06 .05 .01 .04 .07
自殺願望 男 .13 .13 .13 .14 .24 .22












やそう思う」と回答した者の合計，以下同様）の割合を，表 3-9 に示した。  
その割合をみると，下位概念によって規範意識の状況が異なる傾向が示された。「友人」




全 3 項目の肯定的回答の割合は男子 28.8～50.2％，女子 21.6～41.7％であり，低い状況が
示された。「地域」の全 3 項目については，男子 45.6～69.1％，女子 37.6～73.1％と項目に
よって肯定的回答の割合に幅がみられた。その中で，「国の法律は守るべきである」につい
ては，男子 69.1％，女子 73.1％であった。  
尺度得点をみると，全体では，男子 45.31 点，女子 44.95 点であり，男子が女子に比し













親との約束は守るべきである 75.9 77.4 77.0 76.7 76.5 76.3 81.4 + 78.1
家族の中でのきまりは守るべきである 72.2 74.6 74.0 73.5 73.9 72.9 - 78.5 + 75.1
親の忠告や意見は重視すべきである 63.4 67.3 66.4 65.6 65.4 64.2 - 70.0 + 66.5
学校の教育方針は尊重すべきである 30.6 27.5 28.1 28.8 22.6 19.1 - 23.2 21.6
学校の規則・ルールは守るべきである 47.7 46.4 45.6 46.6 40.4 36.3 - 43.1 + 39.9
学校の先生の忠告や意見は重視すべきである 51.0 48.3 51.1 50.2 41.1 38.2 - 45.8 + 41.7
国の法律は守るべきである 69.5 69.8 68.0 69.1 72.3 72.9 74.0 73.1
地域の規則・ルールは守るべきである 66.0 68.1 + 63.0 - 65.7 68.8 66.2 - 71.9 + 68.9
近所に住んでいる人々の忠告や意見は重視すべきである 47.0 45.4 44.3 45.6 37.3 37.5 38.1 37.6
友だちとの約束は守るべきである 93.5 94.3 94.1 93.9 96.8 96.2 96.2 96.4
友だちの中でのきまりは守るべきである 85.8 86.9 86.1 86.3 87.0 87.4 88.3 87.6
友だちの忠告や意見は重視すべきである 70.4 70.8 70.5 70.5 75.3 73.8 74.0 74.4
肯定的回答： 「とてもそう思う」と「ややそう思う」と回答した者の合計
＋－ 学年差 （p< .05，残差分析）























高1 高2 高3 全体 学年差 高1 高2 高3 全体 学年差
全体 45.34 45.32 45.26 45.31 44.89 44.57 45.41 44.95 † *
「家族」 11.75 11.86 11.87 11.82 11.70 11.71 11.98 11.80 †
「学校」 9.55 9.42 9.50 9.49 9.06 8.80 9.24 9.03 † *
「地域」 11.14 11.13 10.94 11.07 11.05 11.01 11.13 11.06
「友人」 12.86 12.91 12.94 12.90 13.07 13.05 13.05 13.06 *


























表 3-11．危険行動と規範意識との関連（Spearman の順位相関係数）  
「家庭」 「学校」 「地域」 「友人」 全体
有酸素運動不足 男 .06 .04 .05 .02 .06
女 .05 .05 .06 .01 .06
朝食欠食 男 .13 .12 .13 .05 .15
女 .12 .12 .12 .03 .14
月喫煙 男 .16 .26 .23 -.00 .25
女 .15 .22 .20 -.00 .22
月飲酒 男 .11 .22 .16 .01 .18
女 .13 .22 .19 -.02 .20
シンナー乱用経験 男 .04 .08 .10 .00 .09
女 .07 .08 .07 .01 .08
性交経験 男 .07 .19 .14 -.04 .15
女 .13 .20 .17 -.03 .19
シートベルト非着用 男 .15 .18 .15 .04 .19
女 .12 .16 .14 .04 .16
暴力行為 男 .10 .15 .11 .03 .14
女 .11 .11 .10 .03 .12
自殺願望 男 .12 .13 .14 .06 .16













3-12 に示した。  

























男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
「親」 .061 -.009 .097 .095 .097 .094 .047 .040 .044 .027 .050 .046 .065 .044 .045 .041 .001 .053
「教師」 -.014 .021 .001 .048 .057 .030 .025 .035 .005 .013 .021 .063 .064 .010 .021 .003 -.014 .036
「地域の人々」 .054 .067 .028 .000 -.045 .000 -.043 -.011 -.037 .029 -.029 .023 -.032 .063 -.055 .006 .014 -.013
「友人」 -.006 -.023 -.038 -.069 -.127 -.051 -.086 -.097 -.020 -.027 -.079 -.093 -.048 -.019 -.005 -.034 .018 .003
「全般」 .019 .007 -.019 -.012 .008 .004 -.001 .013 .013 .008 -.017 -.051 .001 -.005 -.005 .004 .213 .211
「家庭」 .016 .017 .031 .034 .015 .017 .004 .032 -.017 .032 -.022 .047 .082 .032 .034 .046 .023 .015
「学校」 .006 .007 .054 .039 .190 .142 .199 .147 .004 .030 .191 .133 .089 .089 .121 .050 .018 .028
「地域」 .000 .021 .051 .057 .139 .110 .069 .109 .118 .040 .082 .084 .056 .048 .039 .067 .071 .053
「友人」 -.003 -.005 .001 -.007 -.095 -.050 -.061 -.077 -.021 .005 -.087 -.078 -.053 -.004 -.031 -.007 .012 .003
.009 .007 .028 .029 .106 .074 .060 .066 .012 .012 .056 .065 .047 .036 .029 .021 .074 .083
調整済みR2値はすべて有意 （p<.05）
有意の正の標準偏回帰係数 （p<.05）
































































みに，諸外国の青少年を対象とした先行研究によって多用されている Pope et al.13）による
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の 4 つのカテゴリーに整理して提案している（表 4-1）。  
 
表 4-1．レジリエンスの内容（Benard，2004） 5） 


















































































自己効力感・有能感  自立  
自己統制  
自立・自己制御  道徳心・信仰心  







































表 4-3. 我が国の青少年を対象としたレジリエンスの主な測定尺度 
文献  尺度  項目数  下位概念  
荒木  
（2002）8） 
リズィリエンシー尺度  31 ・ 愛他的信念  ・ 人生の肯定  
・ “愛される価値”の確信  
小塩ら 
（2002）3） 
精神的回復力尺度  21 
・ 新奇性追求  ・ 感情調整  
・ 肯定的未来志向  
森ら 
（2002）10） 
レジリエンス尺度  29 
・ I am   ・ I have 
・ I can   ・ I will / do 
石毛ら 
（2005）9） 
レジリエンス尺度  21 
・ 自己志向性  ・ 楽観性  
・ 関係志向性  
中尾ら 
（2005）11） 






・楽観性 ・統御力 ・社交性  
・行動力 ・問題解決志向  






















































ニューメキシコ州における New Mexico Youth Risk and Resilience Survey（以下，NM YRRS）
21）およびカリフォルニア州の California Healthy Kids Survey（以下，CHKS）22）が挙げられ
る。  
NM YRRS は，ニューメキシコ州の保健局および教育局が主体となり，第 6～8 学年およ
び第 9～12 学年の青少年を対象として，2003 年から 2 年ごとに実施されている全州規模の
危険行動に関する調査である。これは，米国疾病管理センター（Centers for Disease Control 
and Prevention：CDC）が 1990 年および 1991 年からは 2 年ごとに全米規模で実施している
Youth Risk Behavior Surveillance（YRBS）の一部として位置付けられているものである。2011





2011 年の NM YRRS の結果から，レジリエンスが高い青少年においては，危険行動の出現
率が低いことが示されている 21）。  
また，カリフォルニア州の CHKS は，前項で述べた WestEd が主体となって実施してい




こと」（Caring Adult Relationship），「期待を持たれていること」（High Expectations）および
「有意義な活動への参加の機会があること」（Opportunities for Meaningful Participation）の
視点から作成されている 22）。  
我が国では，こうした危険行動とレジリエンスに関する大規模な調査研究はみられない
が，特定の一地域における青少年を対象とした調査の結果として，荒井ら 23）および菱田


































が 2011 年に実施した全国調査「日本青少年危険行動調査 2011」（Japan Youth Risk Behavior 
Survey：JYRBS 2011）のデータを用いて検討した。この調査の対象は，通信制を除く全国
の高校から各都道府県を層として無作為抽出された高校の 1～3年生の各学年 1クラスの生
徒であった。解析対象は，最終的に協力の得られた 102 校の 9,778 人（男子 5,027 人，女







号，平成 23 年 8 月 4 日）を得て行われた。また本調査は，JSPS 科研費 22500622（代表：
野津有司）の助成を受けて行われた。  
① 分析項目 
本分析では，JYRBS2011 の調査項目のうち，危険行動 9 項目，規範意識尺度（12 項目）
およびレジリエンスを測定するために取り上げられた小塩ら 3）の精神的回復力尺度（21
項目）を用いた。  






行為」，「自殺願望」である（表 4-4）。  








なお，JYRBS2011 の調査項目については，危険行動に関する計 39 項目と危険行動に関
連する心理社会的要因としてセルフエスティーム，規範意識，ソーシャルサポート，スト
レスマネジメントの自己効力感，健康価値観，レジリエンスに関する項目が設定されてい
る。危険行動については，米国 CDC が実施した 2001 年以降の YRBS の調査項目を概観し
た上で，YRBS（2011 年）との比較の視点や，近年の我が国の学校や社会の実情を考慮し















に 1 点を与えてスコア化し，Spearman の順位相関係数を算出した。  
危険行動におけるレジリエンスおよび規範意識の相対的な影響の検討には，危険行動 9
項目のそれぞれを従属変数，規範意識の 4 つの下位概念およびレジリエンスの 3 つの下位
概念を独立変数とした，強制投入法による重回帰分析を用いた。なお，統計上の有意水準




表 4-4．本分析における危険行動の 9 項目 
男女差
1 有酸素運動不足 この7日間に2日以下 40.0 ％ 63.5 ％ *
2 朝食欠食 この7日間に6日以下 26.9 26.0
3 月喫煙 この30日間に1日以上 6.0 3.1 *
4 月飲酒 この30日間に1日以上 16.6 16.1
5 シンナー乱用経験 今までに1回以上 0.9 0.5 *
6 性交経験 今までに1回以上 15.9 19.4 *
7 シートベルト非着用 めったに・まったく着用せず 21.0 20.9
8 暴力行為 この12ヶ月間に1回以上 12.0 6.7 *



















た者の合計，以下同様）の割合を表 4-5 に示した。  
全体として，男女ともにレジリエンスの十分でない状況がうかがえた。肯定的回答の割
合を下位概念ごとにみると，「新奇性」では男子 23.8～73.4％，女子 22.0～74.7％，「感情
調整」では男子 18.9～56.3％，女子 16.2～49.3％，「肯定的未来志向」では男子 35.1～58.3％，
女子 35.6～67.9％であった。全 21 項目のうち，男子 12 項目，女子 14 項目において，肯定
的回答の割合が 50％未満であった。とりわけ，女子では，「感情調整」の全 9 項目におい
てその割合が 50％未満であり，顕著に示された。  
男女差については，14 項目において有意に示され，そのうち 10 項目については男子の
方が高率であった。  
学年差については，男子では 15 項目，女子では 7 項目において有意に示され，男女と
もに，高 1 および高 2 が低率であり，高 3 が高率である傾向が示された。  







色々なことにチャレンジするのが好きだ 61.8 60.1 64.1 61.9 61.0 61.3 60.8 61.1
新しいことや珍しいことが好きだ 71.1 71.4 74.7 + 72.3 72.5 71.4 72.2 72.0
ものごとに対する興味や関心が強い方だ 58.8 57.2 - 64.7 + 60.1 57.2 55.7 59.8 57.5
私は色々なことを知りたいと思う 71.9 72.0 76.5 + 73.4 73.5 74.7 76.0 74.7
困難があっても，それは人生にとって価値のあるものだと思う 59.0 - 63.0 67.7 + 63.0 65.1 64.9 68.1 65.9
慣れないことをするのは好きではない （ｒ） 23.6 22.3 25.7 23.8 21.6 21.5 23.2 22.0
新しいことをやり始めるのはめんどうだ （ｒ） 42.5 - 45.2 47.2 + 44.9 44.6 44.7 45.8 45.0
自分の感情をコントロールできる方だ 55.7 54.8 58.7 56.3 48.8 48.4 51.0 49.3
動揺しても，自分を落ち着かせることができる 45.0 43.1 47.3 45.1 38.4 41.5 41.8 40.5
いつも冷静でいられるようこころがけている 53.2 - 55.2 58.8 + 55.6 45.1 - 47.4 53.0 + 48.3
ねばり強い人間だと思う 39.2 - 37.3 - 48.5 + 41.5 42.6 41.8 - 49.6 + 44.5
気分転換がうまくできない方だ （ｒ） 49.8 46.0 - 50.0 48.6 48.8 48.3 49.0 48.7
つらい出来事があると耐えられない （ｒ） 39.9 39.4 44.5 + 41.2 32.2 - 35.1 38.0 + 34.9
その日の気分によって行動が左右されやすい （ｒ） 18.8 17.0 - 21.2 + 18.9 15.1 16.1 17.6 16.2
あきっぽい方だと思う （ｒ） 23.3 22.1 24.8 23.4 18.3 19.5 19.7 19.1
怒りを感じるとおさえられなくなる （ｒ） 48.6 48.5 51.6 49.5 40.1 42.3 44.1 42.1
自分の未来にはきっといいことがあると思う 45.3 43.6 - 52.8 + 47.1 49.6 47.7 51.5 49.5
将来の見通しは明るいと思う 34.2 30.8 - 40.9 + 35.1 34.2 33.2 - 40.0 + 35.6
自分の将来に希望をもっている 48.6 46.1 - 55.8 + 50.0 51.8 50.0 - 56.2 + 52.5
自分には将来の目標がある 55.6 - 54.7 - 65.2 + 58.3 67.0 65.8 - 71.4 + 67.9
自分の目標のために努力している 45.8 - 46.1 51.6 + 47.7 45.5 - 44.6 - 54.9 + 48.1
肯定的回答： 「はい」と「どちらかというとはい」（逆転項目は，「いいえ」と「どちらかというといいえ」）と回答した者の合計
（ｒ）　逆転項目
＋－ 学年差 （p< .05，残差分析）



























表 4-6．精神的回復力尺度の平均得点  
高1 高2 高3 全体 学年差 高1 高2 高3 全体 学年差
全体 70.46 69.69 72.37 70.81 † 69.13 68.86 70.76 69.53 † *
 「新奇性」 24.93 24.86 25.67 25.14 † 24.94 24.84 25.13 24.97
 「感情調整」 28.67 28.20 29.11 28.65 † 26.94 27.10 27.82 27.26 † *
 「肯定的未来志向」 16.82 16.58 17.67 17.01 † 17.28 16.95 17.77 17.31 † *














危険行動の 9項目のそれぞれと精神的回復力尺度の得点との相関係数を表 4-7に示した。 
まず，尺度全体と危険行動との関連をみると，男子では「月飲酒」および「性交経験」

















有酸素運動不足 男 .12 .07 .10 .12
女 .12 .06 .07 .11
朝食欠食 男 .09 .08 .12 .12
女 .11 .11 .13 .14
月喫煙 男 .04 .04 .03 .05
女 .05 .08 .05 .08
月飲酒 男 -.03 .01 .01 .00
女 .04 .05 .06 .07
シンナー乱用経験 男 .05 .04 .04 .05
女 .01 .02 .02 .02
性交経験 男 -.06 .01 -.04 -.03
女 .01 .09 -.01 .04
シートベルト非着用 男 .09 .06 .09 .10
女 .06 .06 .05 .08
暴力行為 男 .02 .08 .04 .06
女 .03 .10 .07 .09
自殺願望 男 .11 .21 .16 .21










やそう思う」と回答した者の合計，以下同様）の割合を表 4-8 に示した。  
全 12 項目のうち，肯定的回答が 80％以上を示したものをみると，男子 8 項目，女子 7
項目であり，全体として良好な状況であると言える。下位概念のうち「友人」における規





定的回答の割合は男子 60.7～76.8％，女子 57.9～75.5％と比較的低い状況が示された。  
尺度得点をみると，全体では，男子 50.78 点，女子 50.46 点であり，男子が女子に比し












親との約束は守るべきである 86.5 88.0 85.8 86.8 88.8 89.5 89.1 89.1
家族の中でのきまりは守るべきである 85.8 87.6 86.3 86.5 89.0 88.2 89.3 88.8
親の忠告や意見は重視すべきである 81.4 81.8 82.2 81.8 85.1 84.5 83.9 84.5
学校の教育方針は尊重すべきである 64.0 + 58.8 - 59.1 60.7 61.1 + 54.5 - 58.3 57.9
学校の規則・ルールは守るべきである 78.7 76.0 75.6 76.8 76.6 72.5 - 77.6 + 75.5
学校の先生の忠告や意見は重視すべきである 76.1 74.8 75.7 75.6 73.3 70.2 71.8 71.8
国の法律は守るべきである 88.6 88.2 89.4 88.7 91.9 92.5 91.4 91.9
地域の規則・ルールは守るべきである 85.6 86.1 86.6 86.1 88.5 89.8 89.8 89.4
近所に住んでいる人々の忠告や意見は重視すべきである 68.5 67.4 65.4 67.1 63.5 62.2 60.6 62.2
友だちとの約束は守るべきである 95.6 94.7 94.3 94.9 95.8 95.3 94.8 95.3
友だちの中でのきまりは守るべきである 90.1 89.2 87.5 89.0 88.5 87.8 85.6 - 87.4
友だちの忠告や意見は重視すべきである 80.6 80.9 80.4 80.6 80.1 78.8 76.9 78.7
肯定的回答： 「とてもそう思う」と「ややそう思う」と回答した者の合計
＋－ 学年差 （p< .05，残差分析）






















表 4-9．規範意識尺度の平均得点  
高1 高2 高3 全体 学年差 高1 高2 高3 全体 学年差
全体 50.92 50.76 50.65 50.78 50.71 50.33 50.33 50.46 *
「家族」 12.87 12.94 12.86 12.89 12.98 12.99 12.95 12.97
「学校」 11.92 11.73 11.75 11.80 11.63 11.31 11.53 11.49 † *
「地域」 12.75 12.73 12.73 12.74 12.76 12.75 12.70 12.74
「友人」 13.35 13.32 13.29 13.32 13.31 13.24 13.12 13.23 † *



























表 4-10．危険行動と規範意識との関連（Spearman の順位相関係数）  
「家庭」 「学校」 「地域」 「友人」 全体
有酸素運動不足 男 .07 .06 .06 .05 .07
女 .05 .04 .05 .03 .05
朝食欠食 男 .09 .09 .10 .04 .10
女 .11 .11 .13 .07 .14
月喫煙 男 .09 .14 .15 .03 .14
女 .08 .13 .13 .02 .13
月飲酒 男 .09 .14 .12 .04 .13
女 .10 .19 .15 .02 .16
シンナー乱用経験 男 .07 .07 .09 .04 .09
女 .05 .05 .02 .03 .05
性交経験 男 .07 .15 .10 .01 .12
女 .10 .18 .14 .01 .15
シートベルト非着用 男 .09 .11 .09 .03 .10
女 .09 .09 .10 .04 .10
暴力行為 男 .11 .14 .13 .06 .14
女 .10 .10 .12 .07 .12
自殺願望 男 .14 .12 .13 .10 .16



































表 4-11．危険行動に及ぼす規範意識とレジリエンスの相対的影響（標準偏回帰係数）  
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
「家庭」 .034 .035 .059 .022 .033 .032 .024 .013 .044 .044 .034 .042 .039 .058 .069 .057 .118 .082
「学校」 .039 -.023 .035 .048 .084 .057 .144 .170 .001 .054 .160 .174 .067 .029 .088 .024 .006 .035
「地域」 -.018 .021 .040 .060 .142 .120 .056 .075 .110 -.039 .032 .052 .038 .054 .078 .067 .032 .063
「友人」 .017 .002 -.035 .008 -.066 -.061 -.039 -.080 .015 -.003 -.063 -.095 -.047 -.021 -.050 .002 -.002 -.017
「新奇性」 .084 .101 .023 .020 .017 .010 -.057 -.014 .024 .006 -.073 -.025 .053 .024 -.031 -.031 -.034 -.018
「感情調整」 .012 .013 .022 .037 .001 .041 -.001 .017 .004 .009 .031 .078 .007 .027 .062 .077 .175 .194
「肯定的未来志向」 .034 .005 .069 .084 -.016 .006 .012 .031 .002 -.003 -.031 -.052 .036 .006 .003 .032 .099 .109
.018 .014 .021 .032 .039 .030 .033 .046 .023 .003 .036 .050 .020 .015 .036 .025 .077 .098
調整済みR2値はすべて有意 （p<.05）
有意の正の標準偏回帰係数 （p<.05）





























まず，規範意識と危険行動との相関関係を検討した結果をみると，第 3 章第 2 節で検討
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1987 年と 2001 年の 2 回の調査結果から青少年における規範意識の状況を検討している。
対象は，1987 年の調査では全国の 22 市町における 22 の中学校に在籍する 2 年生 919 人で







1984 年および 1996・1997 年に調査を実施し，規範意識の変化について報告している。具
体的には，1983 年には中学校 1 校に在籍する 1～3 年生 403 人を対象に，1984 年には小学
校 5，6 年生 276 人を対象に，それぞれ複数の非行・問題行動に対する許容の程度を質問し
ている。1996・1997 年には，それらと同一の質問項目を用いて，小学 5，6 年生 712 人，
























は全国から無作為に抽出された中学校のうち，協力の得られた 8 都県の 12 校に在籍する中





木村 7）は，校則に対する意識，友人に対する意識，日常生活場面での規範意識の 3 側面




を検討した。調査は，2001 年に，5 都県の高校 20 校に在籍する生徒 2,118 人を対象として























































分析には，2001 年および 2011 年の「日本青少年危険行動調査」（Japan Youth Risk Behavior 
Survey：JYRBS）のデータを用いた。  
両調査はともに，自記式無記名の質問紙法を用いて実施されたものである。本節におけ
る解析対象は，2001 年の JYRBS については，全国の高校から都道府県を層として層化無
作為抽出された 106 校の 1～3 年生 11,113 人（男 5,604 人，女 5,509 人）である。同様に 2011
年の JYRBS については，全国の高校から都道府県を層として無作為抽出された 102 校の 1
～3 年生 9,778 人（男 5,027 人，女 4,751 人）である。なお，2001 年の JYRBS は第 3 章第
2 節において，2011 年の JYTBS は第 4 章第 2 節において，それぞれ用いたデータと同一で
ある。  
本節では，2001 年および 2011 年の JYRBS ともに調査された青少年の危険行動に関わる







そう思う」4 点，「どちらともいえない」3 点，「ややそう思わない」2 点，「とてもそう思
わない」1 点），全体および各下位概念でスコアを合算した。  
以上について，割合の差の検討にはχ 2 検定および残差分析を用いた。また，平均の差
の検定には t 検定を用いた。  






2011 年における調査の結果について，規範意識尺度の全 12 項目の回答状況を表 5-1～表





女子 51.4％，「家族の中でのきまりは守るべきである」については男子 50.8％，女子 50.4％
であり，それぞれ約半数を占めていた。また，「親の忠告や意見は重視すべきである」につ














子 41.5％，女子 31.2％，「学校の先生の忠告や意見は重視すべきである」では男子 36.8％，
女子 26.6％と，それぞれ低率であった。学年別の回答状況をみると，男子では 2 項目にお
























表 5-1．「親との約束は守るべきである」（％）  
計
高1 51.9 34.6 10.2 1.6 1.5 0.2 100
高2 53.4 34.7 9.9 0.9 0.9 0.3 100
高3 52.4 33.4 11.3 1.5 1.3 0.1 100
全体 52.6 34.3 10.4 1.3 1.3 0.2 100
高1 51.8 36.9 9.3 1.0 0.8 0.1 100
高2 52.1 37.4 8.7 1.1 0.6 0.1 100
高3 50.0 39.1 9.4 0.8 0.3 0.3 100
















表 5-2．「家族の中でのきまりは守るべきである」（％）  
計
高1 51.2 34.6 11.3 1.3 1.5 0.1 100
高2 50.3 37.3 10.0 1.6 0.8 0.0 100
高3 51.0 35.3 10.5 1.7 1.5 0.1 100
全体 50.8 35.7 10.6 1.5 1.3 0.1 100
高1 51.1 37.9 9.2 1.2 0.7 0.0 100
高2 51.3 36.9 10.3 0.8 0.6 0.1 100
高3 48.5 40.8 9.4 0.8 0.5 0.0 100
















表 5-3．「親の忠告や意見は重視すべきである」（％）  
計
高1 45.3 36.1 14.1 2.6 1.8 0.1 100
高2 42.3 39.5 15.0 1.8 1.3 0.1 100
高3 42.9 39.3 13.2 2.4 2.1 0.1 100
全体 43.5 38.2 14.1 2.3 1.8 0.1 100
高1 41.5 43.5 11.3 2.5 1.0 0.1 100
高2 40.7 43.8 13.1 1.5 0.9 0.1 100
高3 40.3 43.6 13.4 1.7 0.8 0.2 100


















表 5-4．「学校の教育方針は尊重すべきである」（％）  
計
高1 28.6 35.4 + 24.7 - 5.0 - 5.9 0.3 100
高2 26.2 32.5 28.8 + 7.2 5.1 0.2 100
高3 28.2 30.9 - 27.6 6.7 6.4 0.3 100
全体 27.7 33.0 27.0 6.3 5.8 0.3 100
高1 19.3 + 41.8 29.1 - 6.2 3.4 0.2 100
高2 16.1 - 38.4 - 33.6 + 7.5 4.3 0.2 100
高3 17.5 40.8 31.1 7.5 3.1 0.1 100
全体 17.7 40.3 31.3 7.0 3.6 0.1 100
















表 5-5．「学校の規則・ルールは守るべきである」（％）  
計
高1 43.9 + 34.8 13.5 - 3.9 3.7 0.1 100
高2 38.9 - 37.1 16.3 4.7 2.6 0.4 100
高3 41.5 34.1 15.9 5.0 3.5 0.1 100
全体 41.5 35.3 15.2 4.5 3.3 0.2 100
高1 33.6 + 43.0 16.1 5.2 2.0 0.1 100
高2 29.1 - 43.4 19.8 + 4.3 3.0 + 0.4 100
高3 30.7 46.9 + 16.1 4.7 1.5 - 0.1 100
全体 31.2 44.3 17.4 4.7 2.2 0.2 100
















表 5-6．「学校の先生の忠告や意見は重視すべきである」（％）  
計
高1 38.7 37.4 16.8 3.4 3.6 0.1 100
高2 35.0 39.7 18.1 3.9 3.2 0.1 100
高3 36.6 39.1 16.7 4.1 3.3 0.2 100
全体 36.8 38.7 17.2 3.8 3.4 0.1 100
高1 29.3 + 44.0 19.7 4.9 1.9 0.2 100
高2 24.1 - 46.1 22.1 4.6 3.0 + 0.2 100
高3 26.3 45.5 22.0 4.1 1.9 0.1 100
全体 26.6 45.2 21.2 4.6 2.3 0.2 100


















表 5-7．「国の法律は守るべきである」（％）  
計
高1 65.3 23.3 8.8 0.9 1.6 0.1 100
高2 63.7 24.4 9.1 1.2 1.4 0.2 100
高3 64.3 25.1 8.2 1.3 1.1 0.0 100
全体 64.5 24.3 8.7 1.1 1.4 0.1 100
高1 69.1 22.8 6.8 1.0 0.2 0.1 100
高2 67.1 25.3 6.1 0.6 0.7 0.1 100
高3 66.5 24.9 7.2 0.8 0.4 0.1 100
















表 5-8．「地域の規則・ルールは守るべきである」（％）  
計
高1 54.0 31.6 11.3 1.4 1.5 0.2 100
高2 54.1 32.0 11.6 0.9 1.3 0.1 100
高3 54.6 32.0 10.2 1.8 1.1 0.2 100
全体 54.2 31.8 11.1 1.4 1.3 0.2 100
高1 53.7 34.8 9.9 1.0 0.5 0.1 100
高2 54.6 35.3 8.3 1.0 0.4 0.5 100
高3 55.7 34.1 8.8 1.0 0.3 0.1 100
















表 5-9．「近所に住んでいる人々の忠告や意見は重視すべきである」（％）  
計
高1 32.2 36.3 23.5 4.6 3.3 0.1 100
高2 29.3 38.1 25.9 3.7 2.7 0.2 100
高3 31.4 33.9 26.7 4.2 3.6 0.1 100
全体 31.0 36.1 25.3 4.2 3.2 0.2 100
高1 22.5 41.0 27.5 5.8 2.5 0.6 100
高2 20.5 41.7 29.7 5.3 2.3 0.4 100
高3 20.0 40.6 30.8 5.3 2.9 0.4 100




















高1 72.9 22.7 3.5 0.2 0.6 0.2 100
高2 73.1 21.6 4.6 0.4 0.2 0.1 100
高3 74.4 19.8 4.9 0.4 0.3 0.1 100
全体 73.4 21.4 4.3 0.3 0.4 0.1 100
高1 73.8 22.0 4.0 0.0 0.1 0.1 100
高2 73.7 21.5 4.6 0.1 0.1 0.0 100
高3 70.0 24.8 5.1 0.0 0.1 0.0 100


















高1 61.1 28.9 8.7 0.4 0.5 0.3 100
高2 61.4 27.8 9.3 0.7 0.7 0.1 100
高3 59.1 28.4 10.7 0.6 1.0 0.3 100
全体 60.6 28.4 9.5 0.6 0.7 0.2 100
高1 60.6 28.0 10.4 0.7 0.3 0.1 100
高2 60.2 27.5 10.9 0.6 0.7 0.0 100
高3 57.6 28.0 12.7 1.0 0.6 0.1 100


















高1 40.1 40.4 16.8 1.2 1.1 0.3 100
高2 37.5 43.4 17.1 1.1 0.8 0.1 100
高3 39.6 40.8 17.2 1.4 0.9 0.1 100
全体 39.1 41.5 17.0 1.3 0.9 0.1 100
高1 36.0 + 44.1 17.2 - 1.9 0.5 0.2 100
高2 32.6 46.2 18.9 1.8 0.4 0.1 100
高3 32.2 44.7 20.8 + 1.2 0.9 0.1 100
全体 33.7 45.0 18.9 1.7 0.6 0.1 100


















第３項 規範意識の状況の 10 年間の変化 
 
（１）各項目における回答状況の比較 
規範意識尺度の全 12項目のそれぞれについて，その回答状況を図 5-1～図 5-12に示した。
その割合をみると， 2011 年の規範意識の状況は，10 年前の 2001 年に比して総じて良好に
変化した傾向が示された。  
まず，2001 年の結果において下位概念の中で比較的低調であった「学校」における規範
意識の状況についてみると，10 年後の 2011 年では全 3 項目ともに，「とてもそう思う」お
よび「ややそう思う」の肯定的な回答が男女ともに有意に高率となった。具体的には，男
子では，2001 年 28.8～50.2％が 2011 年 60.9～77.0％へ，女子では，2001 年 21.6～41.7％が
2011 年 58.0～75.6％へ，それぞれ増加した。特に，「とてもそう思う」の回答が 3 項目と
もに大きく増加する傾向が示された。例えば「学校の規則・ルールは守るべきである」に
ついて「とてもそう思う」と回答した者の割合は，男子では 2001年 17.7％から 2011年 41.5％
へ，女子では 2001 年 9.3％から 2011 年 31.2％へ，それぞれ有意に高率となった。一方，「や
やそう思わない」および「とてもそう思わない」の否定的な回答は，男女ともに全 3 項目
において，2011 年の方が有意に低率であった。同様に，「どちらともいえない」について
も，2011 年の方が有意に低率であった。  
次に，「家庭」における規範意識の状況については，全 3 項目の肯定的回答は，2001 年
では男子 65.6～76.7％，女子 66.5～78.1％であったが，2011 年では男子 81.8～87.0％，女
子 84.6～89.3％であり，男女ともにすべての項目において有意に高率となった。また，「と
てもそう思う」と回答した者の割合は，男女ともに全 3 項目において 2011 年の方が有意に
高率であった。一方，否定的な回答は，男女ともに全 3 項目において 2011 年の方が有意に
低率であった。同様に，「どちらともいえない」についても，2011 年の方が有意に低率で
あった。  
「地域」における規範意識については，全 3 項目の肯定的回答は，2001 年では男子 45.6
～69.1％，女子 37.6～73.1％であったが，2011 年では男子 67.2～88.8％，女子 62.5～92.1％
であり，男女ともにすべての項目において有意に高率となった。また，「とてもそう思う」
の回答は，男女ともに全 3 項目において 2011 年の方が有意に高率であった。一方，否定的
な回答は，男女ともに全 3 項目において 2011 年の方が有意に低率であった。同様に，「ど
ちらともいえない」についても，2011 年の方が有意に低率であった。  
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「友人」における規範意識については，全 3 項目の肯定的回答は，2001 年では男子 70.5
～93.9％，女子 74.4～96.4％であったが，2011 年では男子 80.8～95.0％，女子 78.8～95.3％
であり，男子ではすべての項目において，女子では 2 項目において，有意に高率となった。
また，「とてもそう思う」の回答は，男子では全 3 項目において，女子では 2 項目において，




図 5-1．「親との約束は守るべきである」  
 
 








図 5-4．「学校の教育方針は尊重すべきである」  
 
 
図 5-5．「学校の規則・ルールは守るべきである」  
 
 





図 5-7．「国の法律は守るべきである」  
 
 
図 5-8．「地域の規則・ルールは守るべきである」  
 
 























「家庭」における規範意識の全 3 項目では，高 1 で 10.6～18.0％増，高 2 で 10.6～14.5％
増，高 3 で 8.8～15.8％増であった。「親の忠告や意見は重視すべきである」の項目につい
ては，高 1 における肯定的回答の増加が大きく，2001 年では高 1 が有意に低かったが，2011
年では学年間で有意差は示されなかった。  
同様に，「学校」における規範意識の全 3 項目については，高 1 で 25.1～33.4％増，高 2
で 26.5～31.3％増，高 3 で 24.6～31.0％増であり，全学年において，他の下位概念に比べ
て増加が顕著であった。特に，「学校の教育方針は尊重すべきである」の項目について，2001
年では全学年において，肯定的回答が 27.5～30.6％と低さが目立っていたが，2011 年では
59.1～64.0％と 2 倍以上に高まった。なかでも高 1 の増加が大きく，2011 年では他の学年
に比して有意に高率であった。  
「地域」における規範意識の全 3 項目については，高 1 で 19.1～21.5％増，高 2 で 18.0
～22.0％増，高 3 で 21.1～23.6％増であり，全学年ともに 20％前後の大きな増加を示した。
また，2011 年では，3 項目ともに肯定的回答の割合に有意の学年差は示されなかった。  
「友人」における規範意識の全 3 項目については，高 1 で 2.1～10.2％増，高 2 で 0.4～
10.1％増，高 3 で 0.2～9.9％増であった。全学年において，「友人」における規範意識の項
目の肯定的回答は，2001 年では 70.4～96.8％と他の下位概念に比べても高率であったが，
2011 年ではさらに高い割合を示した。  
次に女子において，10 年間における肯定的回答の増加パーセント数を学年別にみると，
「家庭」における規範意識の全 3 項目では，高 1 で 12.3～19.7％増，高 2 で 13.2～20.3％
増，高 3 で 7.7～13.9％増であり，特に高 1 および高 2 の増加数の大きさが目立った。全 3




同様に，「学校」における規範意識の全 3 項目については，高 1 で 32.2～38.5％増，高 2
で 32.0～36.2％増，高 3 で 26.0～35.1％増であり，男子と同じく全学年において，他の下
位概念に比べて増加が顕著であった。また，2001 年と同様に，高 2 の肯定的回答の低い状
況が示された。  
「地域」における規範意識の全 3 項目については，高 1 で 19.6～26.2％増，高 2 で 19.6




全 3 項目中 2 項目において，この 10 年間で肯定的回答の割合が有意に低下した。  
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表 5-13．学年別にみた規範意識の各項目における肯定的回答の 10 年間の変化（％） 
2001 75.9 77.4 77.0 76.5 76.3 - 81.4 +
2011 86 .5 88 .0 85 .8 88 .8 89 .5 89 .1
10.6 10.6 8.8 12.3 13.2 7.7
2001 72.2 74.6 74.0 73.9 72.9 - 78.5 +
2011 85 .8 87 .6 86 .3 89 .0 88 .2 89 .3
13.6 13.0 12.3 15.1 15.3 10.8
2001 63.4 - 67.3 66.4 65.4 64.2 - 70.0 +
2011 81 .4 81 .8 82 .2 85 .1 84 .5 83 .9
18.0 14.5 15.8 19.7 20.3 13.9
2001 30.6 27.5 28.1 22.6 19.1 - 23.2 +
2011 64 .0 + 58 .8 - 59 .1 61 .1 + 54 .5 - 58 .3
33.4 31.3 31.0 38.5 35.4 35.1
2001 47.7 46.4 45.6 40.4 36.3 - 43.1 +
2011 78 .7 76 .0 75 .6 76 .6 72 .5 - 77 .6 +
31.0 29.6 30.0 36.2 36.2 34.5
2001 51.0 48.3 51.1 41.1 38.2 - 45.8 +
2011 76 .1 74 .8 75 .7 73 .3 70 .2 71 .8
25.1 26.5 24.6 32.2 32.0 26.0
2001 69.5 69.8 68.0 72.3 72.9 74.0
2011 88 .6 88 .2 89 .4 91 .9 92 .5 91 .4
19.1 18.4 21.4 19.6 19.6 17.4
2001 66.0 68.1 + 63.0 - 68.8 66.2 - 71.9 +
2011 85 .6 86 .1 86 .6 88 .5 89 .8 89 .8
19.6 18.0 23.6 19.7 23.6 17.9
2001 47.0 45.4 44.3 37.3 37.5 38.1
2011 68 .5 67 .4 65 .4 63 .5 62 .2 60 .6
21.5 22.0 21.1 26.2 24.7 22.5
2001 93.5 94.3 94.1 96.8 96.2 96 .2
2011 95 .6 94.7 94.3 95.8 95.3 94.8
2.1 0.4 0.2 -1.0 -0.9 -1.4
2001 85.8 86.9 86.1 87.0 87.4 88 .3
2011 90 .1 89 .2 87.5 88.5 87.8 85.6 -
4.3 2.3 1.4 1.5 0.4 -2.7
2001 70.4 70.8 70.5 75.3 73.8 74.0
2011 80 .6 80 .9 80 .4 80 .1 78 .8 76.9





























































と，「家庭」における規範意識の全 3 項目では，「政令市」で 7.0～12.2％増，「中核市」で
10.6～17.9％増，「その他の市町村」で 10.6～16.6％増であった。特に「中核市」および「そ
の他の市町村」における増加が「政令市」に比べて大きく，2001 年では 3 項目ともに都市
規模間で肯定的割合に有意差は示されなかったが，2011 年では 2 項目において「政令市」
の有意に低い状況が示された。  
同様に，「学校」における規範意識の全 3 項目については，「政令市」で 19.8～25.0％増，
「中核市」で 25.2～31.4％増，「その他の市町村」で 26.4～33.4％増であった。「家庭」に
おける規範意識と同じく，「中核市」および「その他の市町村」における増加が「政令市」
に比べて大きく，2001 年では 3 項目ともに都市規模間で肯定的割合に有意差は示されなか
ったが，2011 年では 2 項目において「政令市」の有意に低い状況が示された。  
「地域」における規範意識の全 3 項目については，「政令市」で 14.9～19.7％増，「中核
市」で 18.8～20.9％増，「その他の市町村」で 19.7～22.8％増であった。「地域に住んでい
る人々の忠告や意見は重視すべきである」の項目に対する肯定的回答の割合の増加につい
て，「政令市」では他の 2 群に比べて小さく，2001 年では都市規模間で肯定的回答の割合
に有意差は示されなかったが，2011 年では「政令市」の有意に低い状況が示された。  
「友人」における規範意識の全 3 項目については，「政令市」では全 3 項目ともに，10
年間で肯定的回答の割合に有意の変化は示されなかった。一方で，「中核市」では 2 項目に





と，「家庭」における規範意識の全 3 項目では，「政令市」で 9.5～16.5％増，「中核市」で
10.9～17.5％増，「その他の市町村」で 11.4～18.3％増であった。2001 年および 2011 年の
両調査において，都市規模間で肯定的回答の割合に有意差は示されなかった。  
同様に，「学校」における規範意識の全 3 項目については，「政令市」で 29.4～37.6％増，
「中核市」で 26.0～34.6％増，「その他の市町村」で 30.9～36.3％増であった。すべての都
市規模において肯定的回答の割合は大きく増加したが，2001 年と同様に 2011 年において
も，「政令市」の有意に低率の状況が示された。  
「地域」における規範意識の全 3 項目については，「政令市」で 18.5～21.7％増，「中核
市」で 15.1～22.3％増，「その他の市町村」で 19.7～25.6％増であった。男子と同じく，「地
域に住んでいる人々の忠告や意見は重視すべきである」の項目に対する肯定的回答の割合










表 5-14．都市規模別にみた規範意識の各項目における肯定的回答の 10 年間の比較（％） 
2001 76.9 77.3 76.6 79.0 77.4 78.0
2011 83 .9 - 87 .9 87 .2 88 .5 88 .3 89 .4
7.0 10.6 10.6 9.5 10.9 11.4
2001 75.5 72.5 73.3 77.0 74.9 74.7
2011 84 .0 87 .2 86 .9 88 .4 87 .8 89 .1
8.5 14.7 13.6 11.4 12.9 14.4
2001 66.8 67.1 65.1 67.7 64.3 66.7
2011 79 .0 - 85 .0 + 81 .7 84 .2 81 .8 85 .0
12.2 17.9 16.6 16.5 17.5 18.3
2001 31.2 30.6 27.9 18.0 - 24.0 22.0
2011 56 .2 - 62 .0 61 .3 55 .6 58 .6 58 .3
25.0 31.4 33.4 37.6 34.6 36.3
2001 49.0 47.9 45.8 36.3 - 41.6 40.5
2011 73 .6 75 .9 77 .6 70 .6 - 73 .9 76 .8 +
24.6 28.0 31.8 34.3 32.3 36.3
2001 50.5 49.9 50.1 38.4 44.1 42.0
2011 70 .3 - 75 .1 76 .5 + 67 .8 - 70 .1 72 .9 +
19.8 25.2 26.4 29.4 26.0 30.9
2001 67.1 71.8 69.0 72.8 76.1 72.5
2011 86 .8 90 .6 88 .7 91 .4 91 .2 92 .2
19.7 18.8 19.7 18.6 15.1 19.7
2001 65.1 66.2 65.7 68.4 71.0 68.7
2011 83 .7 86 .2 86 .4 86 .9 89 .7 89 .8
18.6 20.0 20.7 18.5 18.7 21.1
2001 47.5 44.8 45.4 34.9 39.8 37.8
2011 62 .4 - 65 .7 68 .2 + 56 .6 - 62 .1 63 .4 +
14.9 20.9 22.8 21.7 22.3 25.6
2001 93.9 93.2 94.1 96.6 96.2 96 .4
2011 93.0 95.8 95 .0 96.0 95.7 95.1
-0.9 2.6 0.9 -0.6 -0.5 -1.3
2001 87.3 84.9 86.3 89 .3 89.1 86.8 -
2011 86.6 90 .0 89 .3 86.0 88.7 87.5
-0.7 5.1 3.0 -3.3 -0.4 0.7
2001 72.4 70.7 70.1 72.8 74.5 74.7
2011 76.1 - 83 .0 81 .0 79 .1 77.9 78 .7






























































































































かし，「学校」における規範意識については，全 3 項目のうち男子では 2 項目において，女
















































なお，この 2001 年から 2011 年の 10 年間における規範意識の向上には，高校 1～3 年生
の学年による特徴が若干みられた。具体的には，「学校」における規範意識は男女ともに高
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青少年の規範意識の変化について検討した報告をみると，1980 年代から 2000 年前後にか
けては小，中，高校生の規範意識は総じて低下傾向にあることが指摘されている 13）14）。


























































































































































































ることを踏まえて，「家庭」，「学校」，「地域」，「友人」の 4 つの下位尺度（計 12 項目）
を有するものである。高校 1～3 年生 885 人を対象として実施した質問紙法による調査




























施された全国調査「日本青少年危険行動調査 2011」のデータを用いた。危険行動 9 項

















状況について 2001 年の全国調査のデータと比較した結果，規範意識尺度の全 12 項目
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